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横浜ゴム株式会社三重工場の環境保全活動 

今年で 70 周年を迎える横浜ゴム三重工場は、長年の間、トラック、ライトトラック用の

タイヤを主体として製造・販売してきた。 

しかし、ここ数年はそれに限らず、環境保全活動に従事してきた。 

では、どのような活動が行われているのだろうか。 

 

 植樹活動 

 横浜ゴム株式会社三重工場は、宮川流域の自然にも恵まれた地域に位置する。しかし、

以前はそれ以上に緑があった。現在、宅地化により川の水位が低下しつつあることが背景

にある。横浜ゴム株式会社でも、冷却水として利用するために、宮川の伏流水を汲み取り、

使用済みの水を川に排水するという水の循環で生産を行っている。そのような状況が相絡

まり、水源を守らなければ、という気持ちに繋がっていったという。 

 そのための活動が、千年の杜プロジェクトという植樹活動であった。各地からどんぐり

を拾ってきて、自社で苗木まで育て、それを地域の方々と協力して植樹するというもので

ある。もちろん最初から苗木を育てる技術を熟知していたわけではない。一人一人が勉強・

調査・経験を重ねていくことによって学んでいき、プロジェクトを大きくすることに成功

した。そして、現在では従業員皆が楽しく植樹活動を行っているという。  

 

 生物多様性保全活動 

 生物多様性保全活動の一環として、自社が生態系にどれほど影響を与えているかを調査

する為に、近隣地域の生態系調査を始めた。そのような調査のために、ビオトープも作ら

れた。工場排水を一度ビオトープに貯め、そこでどのような生物が観測されるかを調査し

て、自社の工場排水が生態系にどう影響しているかを調べている。その結果、横浜ゴム三

重工場ではほぼ中性できれいな水を排水していることが分かった。そして、ビオトープで

は、タイコウチやギンヤンマ、ゲンゴロウなど沢山の生物が住んでいることも分かった。

このような調査結果をもとに、更にきれいな水を排水し続けるように調査、取組みを続け

ていくようだ。 




